
共通ＫＰＩの取組状況について

「ならしんお客さま笑顔宣言」に基づいた当金庫の預かり資産の提案活動および

成果指数（ＫＰＩ）についてご報告いたします。

（方針）

１．常にお客さまのお考えを尊重し、お客さまの立場において最善の利益を追求してまいります。

（活動内容）

 ・ご来店またはご訪問先のお客さまより頂いた「お客さまの声（要望等）」に基づき、ハード面とソフト面から

要因分析を行い、対応策を検討いたしました。

※Ａ：ハード面（設備・道具など、形のある要素） Ｂ：ソフト面（直接目には見えない、人の働きが関わっている要素）

（預かり資産に関するお客さまのお声と当金庫の取組状況）

お客さまのお声 当金庫の取組状況

タブレットでライフプランシミュレーションをし

ていただき、わかりやすい説明でよかった。また、

家族が増えた時やライフイベント時にシミュレー

ションをお願いしたいです。

平成 30 年 10 月より、タブレット【預かり資産ナビ】を
導入し、お客さまのライフプランに基づいて、ライフプラ

ンシミュレーションを行い、わかりやすい説明を心がけて

おります。

今後も、お客さまに寄り添ったわかりやすいご提案を心が

けてまいります。

タブレットで、投資信託の購入手続きをしていた

だいたが、手続きに時間がかかった。

貴重なご意見ありがとうございます。

タブレット導入当初は、操作が不慣れであったため、

お客さまをお待たせする事となったことを深くお詫び

申し上げます。

現在は、勉強会や研修にて知識を深めており、手続きが

スムーズに出来るようになりました。

今後も、よりお客さまにご利用いただきやすいように

励んでまいります。
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お客様の声（要望等）2019年度

A-1 店舗等に関すること

A-2 機械等に関すること

A-3 その他ハード面に関するこ
と
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B-3 その他サービスに関するこ
と
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２．お一人おひとりのお客さまの思いを実現し、それにふさわしい金融商品のアドバイスを提供します。 

（セミナー・相談会の開催状況）

 ・お客さまお一人おひとりの夢や幸せな生活の実現に向けたライフイベントや資産形成に関するセミナーや相談会

を実施いたします。

（セミナー・相談会の開催状況）

内  容 ２０１９年度

 職域セミナーの開催   ４回

年金相談会の開催 １２回

税務相談会の開催 １２回

相続セミナーの開催  １回

遺言相続相談会の実施  １回

経営者セミナーの開催  １回

（ＮＩＳＡ取扱状況）

（商品ラインナップ）

・お客さまのライフイベント等に相応しい商品をお客さま自身にご選択いただく「ご購入」姿勢でご提供してまいります。

■投資信託ラインナップ（2020年 3月末）
主な投資対象 商品数 残高構成比

債 券

国内 2 0.8％
内外 2 0.6％
海外 16 17.2％

株 式

国内 6 12.0％
内外 3 10.6％
海外 4 3.9％

ＲＥＩＴ

国内 2 39.5％
内外 2 2.5％
海外 3 8.5％

その他資産 貸付債権 1 1.2％
その他資産 商品 1 1.5％
バランス 国内外 3 1.6％

つみたてＮＩＳＡ 国内株式、海外株式, 
バランス

6 0.3％

合計  51 100％
内 毎月分配型 国内、内外、国内外 22 76.8％

※既保有先のみに販売継続中ファンドが２ファンドあり。（海外債券型２ファンド）
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（2020年 3月末の取扱分配金の頻度/残高比）

（２０１９年度の投資信託の「販売上位ファンド」）

商品名 投信会社名 投資対象

１
しんきん Jリートオープン

（毎月決算型）

しんきんアセット

マネジメント投信
国内不動産型

２ しんきんインデックスファンド 225 
しんきんアセット

マネジメント投信
国内株式型

３
新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン

（毎月決算型）

アセット

マネジメントＯｎｅ
海外不動産

４ ゴールドファンド（為替ヘッジあり）
日興アセット

マネジメント
その他資産（商品）

５
ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックス

（為替ノーヘッジ型）

三井住友ＤＳ

アセットマネジメント
海外株式型

■保険（2020年 3月末）
商品種類 商品数

定額年金保険（外貨建） １

定額終身保険（円貨建） １

がん保険 １

医療保険 ２

定期保険 １

火災保険 １

所得補償保険 １

■信託商品（2020年 3月末）
商品種類 商品数

遺言信託 １

贈与信託 １

■年金（2020年３月末）
商品種類 商品数

iDeCo(個人型確定拠出年金) １

年１回, 
14.6,％ 年２回,

8％

年４回, 
0.4,％

年６回, 
0.2,％

年１２回, 
76.8％

年１回 年２回 年４回 年６回 年１２回



３．お客さまにご理解いただけるように重要な事項についてはわかりやすくご説明してまいります。 

（活動内容） 

・お客さまとの自然な会話からご意向・お悩み・属性情報等をお伺いし、タブレットでのライフプランシミュレーション

を活用し、お客さまに寄り添ったわかりやすい情報提供ができる様、スキルアップを目的として「２０１９年度ならし

んロープレ発表会」を開催いたしました。

・タブレットにてキャッシュフロー表を作成し、それぞれのお客さまにあった資産形成方法をご提案できるよう励んでま

いります。

（企画・開発：株式会社ノースアイランド）

（ライフプラン）                 （キャッシュフロー表）

                              ©Know’ｓi-land，INC．2020
４．この宣言を遵守するため、常にお客様からの声に耳を傾け、役職員が一丸となって顧客本位の企業 

風土が定着するように取り組んでまいります。 

・役職員全員がお客さまの様々なお考えにお応えできる知識・スキル向上に努めてまいります。

① お客様への説明力向上を目的としＦＰ資格の取得を当金庫では推奨しています。

② 2018年度より営業課職員を対象に預かり資産営業の知識、営業スキルを認定し各人のスキルアップ促進
を目的として「マネースキル認定制度」を導入いたしました。

ロープレ発表会や集合研修にて知識・スキル向上に努めてまいりました。

③ 2020年度よりコミュニケ―ション能力の強化とコンサルティング能力の高い人材を育成し
より一層お客さまに寄り添ったご提案を行うことおよびお客さま感動満足度（ＣＩＳ）を実現するために

「ＣＩＳマイスター認定制度」を導入いたします。

ＣＩＳマイスター認定者は、お客さま一人ひとりのキャッシュフロー表を作成し、よりお客さまに寄り添ったご提

案ができるよう知識・スキル向上に努めてまいります。
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5.「ならしんお客さま笑顔宣言」の遵守状況についての評価指標（共通ＫＰＩ2020.3） 

（図１）投資信託の預かり残高上位 20銘柄の   （図２）投資信託預かり残高上位 20銘柄の
    コストとリターン                  リスクとリターン

残高加重平均値 コスト 1.75％  リターン 6.29％   残高加重平均値 リスク 12.67％ リターン 6.29％

（図３）残高上位 1～20位の銘柄別コスト・リターン  （図４）残高上位 1～20位の銘柄別リスク・リターン

順位 銘柄番号 銘柄名 コスト リターン 投資信託残高（円）

１位 25 しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 1.47% 3.38% 2,965,731,267

２位 42 三井住友・げんきシニアライフ・オープン 2.17% 26.94% 616,612,702

３位 4 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン 2.20% 6.41% 602,564,416

４位 49 三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ノーヘッジ型） 2.33% 5.46% 399,645,340

５位 15 ワールド・インフラ好配当株式ファンド（毎月決算型） 2.41% 4.76% 371,572,801

６位 51 コーポレート・ボンド・インカム（為替ノーヘッジ型） 1.40% 3.19% 339,711,674

７位 18 しんきんインデックスファンド２２５ 0.86% 12.55% 210,156,938

８位 46 三井住友・グローバル・リート・オープン 2.38% 3.50% 185,535,078

９位 65 ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 1.79% -0.62% 180,369,837

１０位 3 ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 1.52% -0.24% 124,156,803

１１位 27 しんきん世界好配当利回り株ファンド（毎月決算型） 2.06% 10.56% 113,985,552

１２位 26 しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 1.47% 6.61% 81,454,432

１３位 40 マニュライフ・カナダ債券ファンド 1.89% -0.26% 66,901,930

１４位 38 ニッセイ日本インカムオープン 1.14% 0.53% 51,731,633

１５位 76 世界のサイフ 1.40% -0.92% 45,852,657

１６位 60 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.68% 2.31% 42,978,630

１７位 14 ＤＩＡＭオーストラリアリートオープン 2.26% 3.09% 38,229,155

１８位 75 株ちょファンド日本（高配当株・割安株・成長株）毎月分配型 2.37% 11.29% 37,879,032

１９位 10 ＤＩＡＭ新興資源国債券ファンド 2.17% 0.00% 27,669,432

２０位 50 コーポレート・ボンド・インカム（為替ヘッジ型） 1.40% -0.35% 21,110,706

順位 銘柄番号 銘柄名 リスク リターン 投資信託残高（円）

１位 25 しんきんＪリートオープン（毎月決算型） 13.31% 3.38% 2,965,731,267

２位 42 三井住友・げんきシニアライフ・オープン 13.42% 26.94% 616,612,702

３位 4 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン 15.12% 6.41% 602,564,416

４位 49 三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ノーヘッジ型） 9.66% 5.46% 399,645,340

５位 15 ワールド・インフラ好配当株式ファンド（毎月決算型） 13.29% 4.76% 371,572,801

６位 51 コーポレート・ボンド・インカム（為替ノーヘッジ型） 8.43% 3.19% 339,711,674

７位 18 しんきんインデックスファンド２２５ 16.18% 12.55% 210,156,938

８位 46 三井住友・グローバル・リート・オープン 13.13% 3.50% 185,535,078

９位 65 ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 9.83% -0.62% 180,369,837

１０位 3 ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 8.89% -0.24% 124,156,803

１１位 27 しんきん世界好配当利回り株ファンド（毎月決算型） 15.90% 10.56% 113,985,552

１２位 26 しんきん３資産ファンド（毎月決算型） 8.40% 6.61% 81,454,432

１３位 40 マニュライフ・カナダ債券ファンド 9.82% -0.26% 66,901,930

１４位 38 ニッセイ日本インカムオープン 0.84% 0.53% 51,731,633

１５位 76 世界のサイフ 8.73% -0.92% 45,852,657

１６位 60 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 7.59% 2.31% 42,978,630

１７位 14 ＤＩＡＭオーストラリアリートオープン 15.49% 3.09% 38,229,155

１８位 75 株ちょファンド日本（高配当株・割安株・成長株）毎月分配型 14.71% 11.29% 37,879,032

１９位 10 ＤＩＡＭ新興資源国債券ファンド 10.84% 0.00% 27,669,432

２０位 50 コーポレート・ボンド・インカム（為替ヘッジ型） 3.54% -0.35% 21,110,706
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預かり資産残高上位 20銘柄（設定後 5年以上）のコストとリータン、リスクとリターンをグラフ化しました。
コストは、5年間保有した場合の 1年あたりのコスト、リスクは過去 5年間の標準偏差、リターンは過去 5年間の
トータルリターンです。 （基準日：2020年 3月末）



（図５）投資信託運用損益別顧客比率（2020年 3月末）

                                             以上

・新型コロナウイルスの感染拡大の影響が金融市場にも及んだ結果、お客さまの保有資産の運用損益は、プラ

ス（０％以上）の比率が、３３％（前期比▲４２％）に低下いたしました。
・金融市場動向をお客さまに的確にお伝えし、お客さま一人ひとりの投資判断に資する情報提供を心がけてま

いります。
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